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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ分科会設 備 ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

発表概要

n 施工情報の流れと課題

n ＩＦＣとは

n 設備ＦＭ分科会の活動

n システム浸透の道筋

n 情報の連携と統合
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ分科会設 備 ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

施工計画施工計画 工　　事工　　事設計図書設計図書

構造図

意匠図

鉄骨図

躯体図

平面詳細図

確認申請図書確認申請図書

仕様書仕様書

特記仕様書特記仕様書

機器一覧表機器一覧表

系統図系統図

平面図平面図

空空
調調
設設
計計
図図

機器基礎図機器基礎図

躯体工事

機器基礎工事機器基礎工事

機器搬入機器搬入

現場取付工事現場取付工事

現場取付工事現場取付工事

仕上工事

搬入計画搬入計画

日程計画日程計画

ダクト加工ダクト加工

配管加工配管加工

プロット図プロット図

施工図施工図

衛生設計図衛生設計図

電気設計図電気設計図

設備用設備用
建築図建築図

試運転計画試運転計画 試運転調整試運転調整

竣工図竣工図

施工要領書施工要領書

技術検討書技術検討書

機　器機　器
配置図配置図

検討→取合い
 →承諾→製作

柱・壁位置
梁サイズ・レベル

防火区画
防排煙区画
換気風量

仕様

外形

（設計確認・工法検討）

設計計算書設計計算書 負荷・系統

風量・水量
概略ルート

工法
部分納まり

器具発注器具発注 器具付工事器具付工事

スリーブ

開口

機器位置
機器位置

機器・器具位置

電源位置・容量
給水位置・サイズ

部位別数量

サイズ・経路

サイズ・経路

サイズ・個数

日程管理日程管理

(機器性能・風量・水量
 　　　 　　温度・湿度等）

工法

外形・重量

凡　例

工事工事

ダクト・配管
取り合い

衛生設計図衛生設計図

電気設計図電気設計図

施工情報の流れ

納入図納入図

(簡略形状
　三次元)

図面図面文書文書
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ分科会設 備 ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

業務の現状

nn 施工対象の全てに、ＱＣＤＳＥＭへの対応が必要。施工対象の全てに、ＱＣＤＳＥＭへの対応が必要。

Ｑ：品質　サイズ・材質・接続仕様、試運転Ｑ：品質　サイズ・材質・接続仕様、試運転 etcetc……

Ｃ：コスト　製作費・運搬費・取付費Ｃ：コスト　製作費・運搬費・取付費

Ｄ：納期　発注・製作・運搬・取付日程Ｄ：納期　発注・製作・運搬・取付日程

Ｓ：安全　作業者、足場、手順、Ｓ：安全　作業者、足場、手順、

Ｅ：環境　副資材（ＭＳＤＳ）、残材、廃棄管理Ｅ：環境　副資材（ＭＳＤＳ）、残材、廃棄管理

Ｍ：管理　ＱＣＤＳ計画、進捗管理、検査Ｍ：管理　ＱＣＤＳ計画、進捗管理、検査 etc...etc...

nn 「品質」などの説明責任が増大している「品質」などの説明責任が増大している
ll プレゼンテーション（文書などによる説明）の増加プレゼンテーション（文書などによる説明）の増加

ll 記録すべき対象の増加　（計画、進捗管理、結果）記録すべき対象の増加　（計画、進捗管理、結果）
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ分科会設 備 ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

課題と対応

n アウトプットの文書を、直接、個別に作成

n 相互に関連のある情報を、作業者が連携

n 業務に使える情報を統一して扱える手段が無い

系 統 情 報 、　材質情報・工 法
メーカー・型 番 ・容 量
位 置 情 報 、　外形情報
上 下 階 接 続 、　価 格 情 報
見 積 ・発 注 情 報 、　加 工 情 報
工 程 情 報 、　建物取合い
電気との関係、　衛生との関係

技技   術術   者者

情報、文書　　　→　　　　　文書情報、文書　　　→　　　　　文書

関連情報を連携させて、
現場業務全体を支援できるシステムの確立

系 統 情 報 、　材質情報・工 法
メーカー・型 番 ・容 量
位 置 情 報 、　外形情報
上 下 階 接 続 、　価 格 情 報
見 積 ・発 注 情 報 、　加 工 情 報
工 程 情 報 、　建物取合い
電気との関係、　衛生との関係

技技   術術   者者
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ分科会設 備 ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

n 着工時事務・予算
n 施工計画
n 設計ﾁｪｯｸ・施工検討
n 現場打合せ

n 施工図関連

n 設計・技術計算

n 現場内業務

n 安全関係業務

n 現場事務
n 試運転調整
n 検査・取説
n 竣工図書
n その他

情報化支援の可能性　（現状基準）

着
工
着
工

施
　
工

施
　
工

竣
工
竣
工

６%

５%
３%

８%

４%

２３%

１９%

９%

１２%

４%

２%

２%
３%

１００%

０%

５０%

（社 ）日 本 空 調 衛 生 工 事 業 協 会（社 ）日 本 空 調 衛 生 工 事 業 協 会
第 ７回 全 国 会 議 （２０００年 ）より第 ７回 全 国 会 議 （２０００年 ）より
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ分科会設 備 ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

ＩＡＩ、ＩＦＣとは

n IAIの目的

l 建設業における企画・設計・施工・
保守管理を通して、さまざまな業種
によるコンピュータ上のデータ共有
を実現するため、モデルを中心とし
たデータの仕様の定義を行い、各
業種での利用の推進とその広報活
動を行う。

nn IFCIFC（（Industry Foundation ClassesIndustry Foundation Classes））

l 上記目的のために IAIが策定を進
めている仕様

n 9支部（21カ国、600社以上）

l 日本支部は、約100社

プロセスプロセス

プロダクトプロダクト

形形   状状
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ分科会設 備 ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

ＩＦＣが定義している情報
ØØ形状形状  ( (explicitexplicit、、 extrusions  extrusions 、、 topology) topology)

ØØ建物要素（建物要素（  壁、ドア、窓、屋根、階 段壁、ドア、窓、屋根、階 段……））

ØØスペースとスペースの構造（部屋、階、建 物 、敷 地 ）スペースとスペースの構造（部屋、階、建 物 、敷 地 ）

ØØ建 物 要 素 間 の 関 係 （開 口 、ゾーン建 物 要 素 間 の 関 係 （開 口 、ゾーン……））

ＩＡＩ北米支部資料より

ØØ機 器 （冷凍機、送風機、ポンプ機 器 （冷凍機、送風機、ポンプ……））

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

Name
Title

ØØActorsActors（（人 間 、組 織 、住所人 間 、組 織 、住所 ……））

ØØ通り芯通り芯

ØØコスト（単 価 、積算）コスト（単 価 、積算）

Abcd
    afrgf
    aahds
    jhiuhg
    reeiuh
Hfije
    ewku
    ijijij
    jhdfhb

ØØ工程工程

O/Nr A1263

2xAbcd   £ 26
3xafrgf    £ 42
1xaahds  £685
4xjhiu     £421

ØØ指示書（設計変更、購入指示指示書（設計変更、購入指示 ……））

ØØ外 部 ライブラリ外 部 ライブラリ

ØØ配置管理配置管理

ØØ保守履歴保守履歴

ØØ資産台帳、在庫資産台帳、在庫
Air Handling Unit

Boiler

Pump Set
[Physical

Association]

Preheater
Valves

Luminaires
[Spatial Association]

ØØ関連文書関連文書

ØØ分類分類
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

IfcRoot（ルート）

IfcProduct（生産物）

IfcElement（要素）

IfcBuildingElement（建築物要素）

IfcDistributionElement　（搬送要素）

IfcDistributionFlowElement　（流体搬送要素）

IfcFlowTerminal IfcFlowSegment IfcFlowFitting IfcFlowController IfcFlowEquipment

（端末） （搬送部分） （継手） （流体制御） （機器）

IfcDamper　（ﾀﾞﾝﾊﾟｰ）

⇒電気器具、衛生器具、etc

IfcObject（物）

Pset_AirFilter のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｾｯﾄ
　CommonEquipmentProperties
　　　（機器共通のﾌﾟﾛﾊ ﾟﾃ ｨｾｯ ﾄ）
MaximumAirFlowrate（最 大 風 量 ）
Efficiency　（効 率 ）
CleanPressureDrop　（初 期 圧 損 ）
DirtyPressureDrop　（最 終 圧 損 ）

　　　　　：
　　　　　：
　　　　　：

Pset_Fan のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｾｯﾄ
　CommonEquipmentProperties
　　　（機器共通のﾌﾟﾛﾊ ﾟﾃ ｨｾｯ ﾄ）
　AirFlowType　（機能ﾀｲﾌ ﾟ）
　FluidMover　（流 体 情 報 ）
　StaticPressure　（静 圧 ）
　FanPressureClass　（圧力ｸﾗｽ）

　　　　　　：
　　　　　　：
　　　　　　：

PredefinedType
（定義済みﾀｲﾌ ﾟ）
　　=
AirTerminal

PredefinedType
　　=
DuctSegment

PredefinedType
    = DuctFitting
PrimaryFitting
Type
（主要なﾀｲﾌﾟ）

PredefinedType
    = ControllDamper
FrameDepth（ﾀ ﾞ ﾝ ﾊ ﾟ ｰ 長 さ ）
CloseOffRating（ｸ ﾛ ｰ ｽ ﾞ ｵ ﾌ ﾚ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ）
LeakageAirFlowrate（漏 れ 風 量 ）
　　　　　：

PredefinedType
　　= Fan
PredefinedType
　　= AirFilter

GlobalID　（ｸ ﾞ ﾛ ｰ ﾊ ﾞ ﾙ ID）
OwnerHistory　（所 有 履 歴 ）
｛Label　（任意ﾗﾍﾞﾙ）｝

｛UserDefinedType　（ﾕ ｰ ｻ ﾞ ｰ 定 義 ﾀ ｲ ﾌ ﾟ ）｝
DocumentReferences　（文 書 へ の 参 照 ）

LocalPlacement　（相 対 的 な 場 所 ）
Representations 　（形 状 表 現 へ の 参 照 ）
｛Classifcation　（種 別 ・等級情報への参照）｝

｛HasMaterial　（物 質 定 義 へ の 参 照 ）｝

FlowElementType　（流
体ﾀｲﾌﾟ）

IFCIFCのオブジェのオブジェ
クトは階層構クトは階層構
造を持ち、オ造を持ち、オ
ブジェクト毎 にブジェクト毎 に
属 性 が 定 義 さ属 性 が 定 義 さ
れる。れる。

＜属性＞

＜ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｾｯﾄ＞ ＜ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｾｯﾄ＞

＜クラス＞

IfcBuilding（建物） IfcSite（敷地） IfcBuildingStorey（階）

IfcOpeningElement（開口要素）

IfcColumn

（柱）

IfcBeam

（梁）

IfcSlab

（スラブ）

IfcWall

（壁）

IfcDoor

（ドア）

IfcWindow

（窓）

Pset_ColumnCommon
　Width/Height　（断面形状）
　　　　　　：
　　　　　　：
　　　　　　：

Pset_BeamCommon
　Depth/width　（断面形状）
　　　　　　：
　　　　　　：
　　　　　　：

Pset_DoorCommon
　Reference　（建具種別・符号）
　NominalHight　（高さ（H)）
　NominalWidth　（幅（W)）
　　　　　　：
　　　　　　：
　　　　　　：

Pset_DoorCommonJPN：C-CADEC用に拡張
　DoorsMaterial　（建具材質）
　DoorsElevation　（姿図）
　DoorsRule　（法規）
　DoorsEfficiency　（性能）
　LiningMaterial　（枠材質）
　LiningType　（枠形状）
　LiningDepth　（枠・見込）
　LiningThickness　（枠・見付）
　TresholdMaterial　（沓摺・材質）
　TrsholdType　（沓摺・形状）
　　　　　　：
　　　　　　：
　　　　　　：

Pset_WindowCommon
　Reference　（建具種別・符号）
　NominalHight　（高さ（H)）
　NominalWidth　（幅（W)）
　　　　　　：
　　　　　　：
　　　　　　：

Pset_WindowCommonJPN：C-CADEC用に拡張
　WindowMaterial　（建具材質）
　WindowElevation　（姿図）
　WindowRule　（法規）
　WindowEfficiency　（性能）
　LiningMaterial　（枠材質）
　LiningType　（枠形状）
　LiningDepth　（枠・見込）
　LiningThickness　（枠・見付）
　ExteriorAttachmentMaterial　（水切・材質）
　InteriorAttachmentMaterial　（額縁膳板・形状）
　GrassName　（ガラス・種類）
　Thickness　（ガラス・厚さ）

　　　　　　：
　　　　　　：
　　　　　　：

＜ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｾｯﾄ＞＜ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｾｯﾄ＞

＜ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｾｯﾄ＞

＜ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｾｯﾄ＞

IfcRelFillsElement

IFCIFCのオブのオブ
ジェクトはジェクトは
リレーショリレーショ
ンを持つこンを持つこ
とが出来とが出来
る。る。

IFC Release 2.0 IFC Release 2.0 におけるにおける

オブジェクトと情報オブジェクトと情報

プロパティセップロパティセッ
トは、トは、IFCIFCのの
オブジェクトオブジェクト
に付加されに付加され
る属性情報。る属性情報。
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

送風機データの表現

ＦａｎＦａｎ

EquipmentCommonEquipmentCommon FluidMoverFluidMover SoundPressureLevelsSoundPressureLevels

EquipmentOccurenceEquipmentOccurence ElementAccessElementAccess FluidFluid

IfcFlowEquipmentIfcFlowEquipment

ifcManufactureifcManufacture
InformationInformation

IfcElectricalIfcElectrical
CharacteristicsCharacteristics

IfcMaintenanceIfcMaintenance
RecordRecord

IfcRootIfcRoot

騒音レベル騒音レベル

ユーザー定義情報ユーザー定義情報

ＰｓｅｔＰｓｅｔ

流体種類、流量、流体種類、流量、
圧力、効率圧力、効率……

機器種類機器種類
AIRFILTER,AIRHANDLER,BOILER,AIRFILTER,AIRHANDLER,BOILER,
CHILLER,COIL,COMPRESSOR,CHILLER,COIL,COMPRESSOR,
CONVECTOR,COOLINGTOWER,FANCONVECTOR,COOLINGTOWER,FAN……

ＰｓｅｔＰｓｅｔＰｓｅｔＰｓｅｔ ＰｓｅｔＰｓｅｔ

ＰｓｅｔＰｓｅｔ ＰｓｅｔＰｓｅｔ ＰｓｅｔＰｓｅｔ

使用温度範囲、羽根車形状、使用温度範囲、羽根車形状、
回転数、吐出速度、損失、吐出方向回転数、吐出速度、損失、吐出方向……

サービススペースサービススペース 流体物性値流体物性値保守履歴情報保守履歴情報

電源仕様電源仕様

製造者情報製造者情報
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

各種標準の位置付け　（ＣＡＤ関連）

規格の仕様そのものではなく
使われ方を考慮した位置づけ

図面図面属
性
　
有
り

属
性
　
有
り

属
性
　
無
し

属
性
　
無
し

設計ＣＡＤ設計ＣＡＤ

施工ＣＡＤ施工ＣＡＤ

業務に使える業務に使える
電子情報電子情報

ＩＦＣＩＦＣＢＥＢＥ--
ＢｒｉｄｇｅＢｒｉｄｇｅ

ＳＳｔｅｍｔｅｍ

ＡＣＣＡＣＣ

ＤＸＦＤＸＦ

ＳＴＥＰＳＴＥＰ
ＡＰ２０２ＡＰ２０２

ＳＸＦＳＸＦ
（Ｌ１，Ｌ２）（Ｌ１，Ｌ２）

ＳＴＥＰＳＴＥＰ
ＡＰ２２５ＡＰ２２５

モデルモデル
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

設備・ＦＭ分科会の活動

n 他支部の仕様検討への参画

n 既存標準との整合性調査

l Ｓｔｅｍ 設備機器ライブラリデータ （Ｃ－ＣＡＤＥＣ）

l ＢＥ－Ｂｒｉｄｇｅ 属性を伴う空調設備ＣＡＤデータ （Ｃ－ＣＡＤＥＣ）

n 実証実験の実施

l ＡＥＣ１９９９ 分科会作成の負荷計算を発表

l ＡＥＣ ２０００ 設備に関する実証実験を実施
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実証実験　（ＡＥＣ２０００）

負荷計算・機器選定負荷計算・機器選定
（分科会作成）（分科会作成）

稲妻Ａｐｏｌｌｏ稲妻Ａｐｏｌｌｏ
（中電コンピューターサービス）（中電コンピューターサービス）

ＴｒｉＭｏｄｅｒｅｒⅡＴｒｉＭｏｄｅｒｅｒⅡ
（シスプロ）（シスプロ）

Ｓｔｅｍ連携Ｓｔｅｍ連携
（Ｃ－ＣＡＤＥＣ）（Ｃ－ＣＡＤＥＣ）
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

「ＩＦＣをつくる」　（建築情報の活用）

n ＩＦＣベースの開発を促進するために、開発手法をまとめた
文書を作成

n ＩＦＣ利用のために、ＩＦＣｓｖｒの使い方を順序立てて説明

目　次目　次
(1) (1) 最初の一歩、最も簡単な最初の一歩、最も簡単なIFCIFCファイルを作るファイルを作る
(2) (2) IFCIFCファイルに情報を追加するファイルに情報を追加する
(3) (3) IFCIFCファイルから情報を取得するファイルから情報を取得する
(4) (4) 部屋の情報を取得する部屋の情報を取得する
(5) (5) 位置の情報を取得する位置の情報を取得する
(6) (6) プロパティセットを取得するプロパティセットを取得する
(7) (7) プロパティセットとエンティテイの関係付けプロパティセットとエンティテイの関係付け
(8) (8) 上位クラスの情報を取得する上位クラスの情報を取得する
(9) (9) 部屋情報を作る部屋情報を作る
(10)(10)単位を表わす単位を表わす
(11)(11)材料を表わす材料を表わす
(12)(12)階の情報を取得する階の情報を取得する

(13)(13)部屋情報の一覧表を作 る部屋情報の一覧表を作 る

作成：須賀工業(株)

須賀工業株式会社ホームページ（www.suga-kogyo.co.jp）で公開
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

２００１年度のテーマ　（設備ＦＭ分科会）

ＩＦＣＩＦＣ
データデータ

部 屋 情 報部 屋 情 報
入力ツール入力ツール

分科会分科会
負 荷 計 算負 荷 計 算

ＩＦＣ対応ＩＦＣ対応
各 種 ＣＡＤ各 種 ＣＡＤ

優先順位の高いテーマを示す。優先順位の高いテーマを示す。

ｍｉｃｒｏＰｅａｋｍｉｃｒｏＰｅａｋ
不足データ不足データ
入力編集入力編集

ｍｉｃｒｏＰｅａｋｍｉｃｒｏＰｅａｋ

Ｌｅｏｎａｒｄｏ　Ｌｅｏｎａｒｄｏ　
　　　ＣＡＬＣ　　　ＣＡＬＣ
不足データ不足データ
入力編集入力編集

Ｌｅｏｎａｒｄｏ　Ｌｅｏｎａｒｄｏ　
　　　ＣＡＬＣ　　　ＣＡＬＣ

ｍｉｃｒｏＨａｓｐｍｉｃｒｏＨａｓｐ
不足データ不足データ
入力編集入力編集

ｍｉｃｒｏＨａｓｐｍｉｃｒｏＨａｓｐ

ＥｎｅｒｇｙＰｌｕｓＥｎｅｒｇｙＰｌｕｓ
不足データ不足データ
入力編集入力編集

ＥｎｅｒｇｙＰｌｕｓＥｎｅｒｇｙＰｌｕｓ

自社開発自社開発
不足データ不足データ
入力編集入力編集

自社開発自社開発
負荷計算負荷計算

各種計算共通情報各種計算共通情報
入力編集ＰＧ入力編集ＰＧ

各種技術計算各種技術計算

最大負荷最大負荷
年間負荷年間負荷 ｴﾈﾙｷﾞｴﾈﾙｷﾞ

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ＩＦＣデータと計算に必要なＩＦＣデータと計算に必要な
情報には差異がある。情報には差異がある。

uuＩＦＣを介した複数負荷計算ソフトの連携ＩＦＣを介した複数負荷計算ソフトの連携
uu部屋情報をベースにした概略設計部屋情報をベースにした概略設計
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

ＩＦＣが使われるには

n 使えるモデル

l 標準定義範囲と実務の距離

n ソフトに実装

l ＣＡＤのレベル向上

n 業務の変化

l 電子情報交換/共有への移行

n 技術者の意識変化
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

情報ギャップの解消

系統情報
材質情報・工法
メーカー・
型番・容量
位置情報
外形情報
上下階接続
価格情報
見積・発注情報
加工情報
工程情報
建物取合い
電気との関係
衛生との関係

技技   術術   者者

位置情報
外形情報
系統情報
材質情報
加工情報

ＣＣ  ＡＡ  ＤＤ 図　面図　面

図形要素

系統情報
材質情報・工法
メーカー・
型番・容量
位置情報
外形情報
上下階接続
価格情報
見積・発注情報
工程情報
建物取合い

ＩＩ  ＦＦ  ＣＣ
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

システム浸透のステップ

２０％２０％

８０％８０％

１００％１００％

０％０％

試行 展開 普及 活用検討

利
用
者
比
率

頭打ち

失　敗前向き

多数派

後向き

うれしい誤算

遅　れ

立上り
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

　

活用までの具体例　（ＣＡＤ）

１９８５ １９９０ １９９５ ２０００

利
用
者

２００５

ﾐﾆｺﾝ・ﾐﾆｺﾝ・EWSEWS パソコンパソコン

専門技術者専門技術者 専門オペレータ専門オペレータ 設備技術者設備技術者

次期ＣＡＤ？次期ＣＡＤ？三次元ＣＡＤ三次元ＣＡＤ ２２..５次元ＣＡＤ５次元ＣＡＤ

モデル指向モデル指向 図面指向図面指向 データ指向データ指向

遅くて難しい遅くて難しい 速くて簡単速くて簡単

情報統合？情報統合？データ指向データ指向
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

２０％２０％

８０％８０％

１００％１００％

０％０％

誰でもどこかの誰か 現 場 に 誰 か

試行 展開 普及 活用検討

利
用
者
比
率

専 任 者 支 援 周 囲 が 支 援 自分で

現場での浸透度（社内インフラ整備）

社内ﾈｯﾄ
接 続

PC展開

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
接 続

ホスト
アクセス

１９９８

社内ﾈｯﾄ
接 続

PC展開

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
接 続

ホスト
アクセス

２００４

社内ﾈｯﾄ
接 続

PC展開

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
接 続

ホスト
アクセス

２００１
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

２０％２０％

８０％８０％

１００％１００％

０％０％

誰でもどこかの誰か 現 場 に 誰 か

試行 展開 普及 活用検討

利
用
者
比
率

専 任 者 支 援 周 囲 が 支 援 自分で

情報技術と浸透度（利用技術）

メール

CAD

ホスト利 用

１９９８

ﾜｰﾌﾟﾛ・
表計算

情 報 共 有
（DB)

現 場 事 務

技 術 計 算

メール

CAD

ホスト利 用

２００４

ﾜｰﾌﾟﾛ・
表計算

情 報 共 有
（DB)

現 場 事 務

技 術 計 算

メール

CAD

ホスト利 用

２００１

ﾜｰﾌﾟﾛ・
表計算

情 報 共 有
（DB)

現 場 事 務

技 術 計 算
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

情報の連携と統合

n 技術者の意識がデータ指向に変化

n 業務の電子化を求める環境

l ＣＡＬＳ／ＥＣ

l 建築主の要求レベルの上昇

n 現場業務全体を表現できる情報構造の出現

l ＩＦＣ仕様の拡大と、サポートするソフトの増加

l ＩＦＣの国内外での試行・実証

工事情報の統合のインフラ環境実現工事情報の統合のインフラ環境実現
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ＩＡＩＩＡＩ  設 備 ＦＭ 分 科 会設 備 ＦＭ 分 科 会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001A/E/C SYSTEMS JAPAN 2001

nn 「設備維持管理のローコスト化」「設備維持管理のローコスト化」
l 設備は躯体や内装に比べメンテナンスが頻

繁で更新周期も短い。ＩＦＣによる高機能機
器台帳のスムーズな構築により、予防保全
によるコスト管理の費用対効果は大きい。

nn 「改修工事のローコスト化」「改修工事のローコスト化」
l 建物の長寿命化が時代の要請となっており、

内外装・躯体の改修工事も着実に増加して
いる。一方で、竣工図が無かったり、間違っ
ているため、既存調査や仮設にコストのか

さむ改修が多い。

nn 「テナント要望や建物の性能表示への「テナント要望や建物の性能表示への
迅速な対応」迅速な対応」
l テナントビルでは、床荷重に並んで、電源・

空調容量がテナント入居の判断基準となる
ことが多い。また、不動産証券化などをきっ
かけに自社ビルにおいても評価のため、建
物・設備のスペック表示が求められている。
迅速で正確な情報提供が必要。

0 1 0 2 0 3 0
蛍光灯器具 10

白熱灯器具 15

自動火災報知器 20

スピーカ（天井埋込） 20

イン ターフ ォン・増 幅器20

ＴＶアンテナ 10

電話交換機 15

ケーブルラック 65

配管・配線 20

屋内キュービクル 25

配電盤・変圧器・ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ 25

制御盤・分電盤 25

端子盤 30

自家発電機 30

蓄電池（鉛） 7

蓄電池（アルカリ） 15

ボイラー（鋼板製） 15

ボイラー（鋳鉄製） 25

冷凍機（吸収式／ﾀｰﾎﾞ式） 20

冷却塔（ＦＲＰ） 15

受水槽（鋼板） 20

受水槽（ＦＲＰ） 15

受水槽（ステンレス） 30

炭素鋼鋼管・ビニル管 20

塩ビライニング鋼管 25

銅管・ステンレス管 30

鋳鉄管・ヒューム管 28

オイルタンク 25

貯湯槽（鋼製） 15

制御盤・中央監視盤 10

ＡＨＵ・ＦＣＵ・送風機 20

排煙機 25

パッケージ型空調機 15

便器・洗面器 25

洗面化粧台・水栓類 15

便所スクリーン（化粧鋼板）30

設備の標準耐用年数

弱
電
設
備

電
気
設
備

自
家
発
等

建物部位

空
調
・
衛
生
設
備

配
管

空
調
機
等

衛
生
機
器

冷
熱
源

水
槽

耐用
年数

照
明

器
具
等

高
圧
機
器

・
盤
類

製
缶
類

・
盤
類

瑕疵

保証

期間

大規模

改修

外装・

設備機器

改修

内装・

設備機器

改修

内外装

設備補修

建築主への「役に立つ」情報提供により


